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学校教育アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。実施した結果を集計し資料を作成いたしましたの

でご覧ください。アンケート結果をもとに学校の教育活動が児童の実態や保護者の思いに対応できているかを検証し、

今後の取り組みに活かしていきたいと考えております。 

１．児童アンケートから 

① 授業や行事を 

通して育てていき 

たいこと 

 

〇全学年で「学校へ行くのは楽しい」と回答した児童が90％であることから、友だちと仲 

  良く過ごしたり、主体的に学習に取り組んだりなど、児童の学校生活における充実ぶり 

  が感じられます。 

〇「授業はわかりやすい」と回答した児童が多く、特に高学年では96 ％の児童が肯定的 

  回答をしています。また、全ての学年で「先生は、わたしたちの話を聴いてくれる」と回 

  答をした児童(97%)が多いことから、わからないことを先生に聞いて、問題を解決しよ 

  うとする姿勢が育っていると考えられます。 

〇全学年で「先生は、学習の中で自分が努力したことを認めてくれる」と回答した児童は 

97％であることから、先生から力を認められそれが学習意欲や達成感に繋がっているこ 

とが伺われます。 

〇「運動会や遠足などの学校行事は楽しい」と回答した児童は、98％おり、学校行事が子 

  どもたちにとって楽しみな活動となっているようです。 

●高学年で「学級は自分の意見が言える場になっている」と回答した児童が89％とほぼ 

  ９割を示したのに対し、「授業などで伝え合う事の大切さについて考えることがある」で 

  は否定的回答が15％ありました。また、低学年で「話合いの時自分の思っていることが 

言える」と回答した児童が77％という結果から、これまでの学習活動に加え、子ども同 

士で互いが持つ知識・経験などを交流し、児童が協力して課題解決するための活動をよ 

り充実させたいと考えています。一つの解決方法だけではなく、友だちの考えにも触れな 

別の解決方法を見い出すような学習を私たちは進めていきます。 

 

② 自分の思いを 

伝える 

〇 全学年で「先生は、わたしたちが困っていることについて一緒に考えてくれる」と回答し 

た児童が95％であることから、子どもたちの話を聴き、解決に向け子どもたちと一緒に 

考える教師の姿が伺えます。 

●高学年で「気軽に話すことができる先生がいる」と回答した児童が86％であることか 

ら、私たちは日々の児童との接し方を今一度振り返り、子どもたちと過ごす機会をより多く 

設け、より多くの思いを聴けるようにしていかなかればならないと考えられます。 

 

③ 命や友だちとの 

関わり等について 

 

〇「命の大切さや社会のルールについて学習することがある」「自分を大切にすることや、 

  他人への思いやりについて学習することがある」と回答した児童は94％で、学年が上 

  がるにつれ肯定的な回答が増えています。今後も子どもたちの世界で起きている様々な 

  社会事象を扱い、子どもたちと共に命の大切さを考える機会を増やし、子どもたちが自 

  分で物事を考えて行動できるよう取り組みを進めてまいります。 

 

 



２．保護者アンケートから 

① 教育活動に関する 

    もの 

 

〇「学校は、保護者や地域の願いに応えている」93％、「学校は、子どもについての相談に 

  応じている」90％と、9割以上の保護者の方が肯定的に感じておられ、おおむね学校は 

  がんばっていると評価していただけていると考えます。 

〇「学校は、すべての教育活動において、子どもの人権を尊重する姿勢で指導にあたって 

  いる」「学校は、子どもに命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとして 

  いる」の項目は、いずれも92％の肯定的回答があり、子どもの人権を大切にした教育活 

  動にご理解をいただいけていると考えられます。 

●「学校は、子どもの間違った行動を、厳しく指導している」の項目では、否定的回答が 

15％ありました。また、「子どもをよく理解している」86％、「学校はいじめのない学級づ 

くりに取り組んでいる」87％と、肯定的回答が9割を割った項目もありました。子どもの 

気持ちに寄り添いながらも、誤った行動に対しては毅然と指導し、安心・安全な学校・学 

級を作ってまいります。 

 

④ 学校運営に関する 

    もの 

〇「学校は、地震や台風などが起こった場合の対応について、児童や保護者にマニュアル 

  を知らせている」の項目では、９５％の肯定的回答がありました。さらに今後は、災害時の 

対応に、けがやアレルギー等の学校事故の未然防止策、事故後の対応策を加え、学校の 

危機管理対策の向上を図ってまいります。 

〇「学校が保護者に出す文書や連絡は適切である」は93％の肯定的な評価をいただきま 

  した。学校からのお知らせが、紙媒体からさくら連絡網によるデータ通信に代わり一年が 

  経ち、保護者の皆様も慣れてこられたものと考えます。学年だよりについては、各学年の 

月行事や連絡事項を確認しやすいようにデータと紙の両方で発信をしております。 

●「学校は、幼稚園や中学校と交流している様子をわかりやすく伝えている」と感じられて 

  いる保護者の皆様は68％と低い数値になっています。幼稚園とは、避難訓練を一緒に実 

  施したり、1年生が「どろんこ遊び」で交流したりしています。また、中学校とは、6年生が 

  中学校の授業や部活動を体験する「ジョイントレッスン」を実施しています。学校のホーム 

  ページでその様子を随時お知らせしていますので、ホームページのご活用もよろしくお 

  願いいたします。 

 

⑤ 保護者ご自身に 

関すること 

〇アンケートを見ると、授業参観や懇談等によくご参加いただき、学校が出す文章や連絡等 

  によく目を通していただいている様子が伺え（95％以上の肯定的回答）、ありがたく思 

  います。 

●PTA活動について、活発に活動されていると思う（92％）ものの、よく参加しているの 

回答は６割弱でした。数値は低くなっていますが、学年行事への参加や、登下校の安全パ 

トロール等、子どもが喜ぶなら、子どもの安全のためならとご協力いただきありがとうご 

ざいます。今後も「子どもたちにとって」を軸に据え、学校と保護者の皆様で手を携えてよ 

りよい教育環境になるよう努めてまいります。 

④自由記述より 

◇iPadの使い方や ICT教育が学年やクラスによって差があるように感じます。どの学年で何を学習するのかある程 

度統一してほしいです。 

  →iPadの使い方については、学年の発達段階をふまえ、学校全体で計画を立て行っています。今後も取組状況の 

共有を図りながら iPadの活用を進めてまいります。 

 

◇iPadでの連絡事項は親が見てはいけないものなのでしょうか。また、担任の先生とのやりとりに関して、連絡帳を記 

載しても子どもの意思で提出されない場合がある。電話できる時間も限られているので、連絡ツールがもう少しあ 

ればと思う。 

→iPadの使用は子どものみですが、お子さんと一緒に保護者の皆様が内容を確認することは構いません。 



→学校の電話が１７時以降は留守番電話対応のため、ご不便をおかけしています。事前に電話にて相談したい旨

や、電話をかけていい時間帯をお知らせいただけると、担任から連絡いたします。 

 

◇言葉遣いがきつい子が増えているように感じます。 

◇東佐井寺は、ここ数年に比べて悪質ないたずらや素行の悪い子が多くなっていると感じます。マナーを守らない保護 

者も見られます。また、いじめやいたずらに関して、先生方の対応が遅かったり、被害を受けた子に寄り添っているよ 

うに思えません。 

  →子どもたちの言葉遣いや問題となる行動に関しては、その都度指導はしておりますが、徹底できておらず申し訳な 

く思います。全職員共通理解のもと、毅然とした態度で指導してまいります。 

  →いじめに関しては、早期発見、被害にあった子どものケア、加害の子どもへの指導、保護者の方への説明と対応を 

丁寧に行っていくことが大切です。早期発見早期対応を心がけておりますが、不十分な面もありご心配をおかけ 

していることもあると思います。教職員がアンテナを高く持ち、子どもに寄り添った対応ができるよう、また安心して 

通える学校であるよう、研鑽を深め対応してまいります。 

 

◇授業に関して、もっと自由で楽しいものであれば、子どもも「学ぶ楽しさ」を感じることができるのかなと思います。 

  →現行の学習指導要領にもある「子どもの主体的な学び」について、本校でも研究を重ね、研究発表も行っていま 

す。研究の成果と課題を見直し、子どもが疑問に思い、解決したいと思うような授業を今後も目指し実践してまい 

ります。 

 

◇小さいうちから恥ずかしいを感じる前に、みんな普通の当たり前なこととして性教育をしてほしいと感じます。 

  →各学年の発達段階に合わせ、自分の体の健康や変化について、また大切にしたいこと等を学習しております。３年 

生からは、保健の学習で取り組んでいます。 

  

◇音楽会の保護者の人数制限をなくしてほしいです。全校生徒の歌を５，６年生保護者が見られないのは納得いかな 

い。せめて動画配信をするとか配慮してほしいです。 

◇音楽会で真ん中に立っている子どもの顔が指揮者の先生で隠れてしまう。真ん中を開けるなどの工夫はできない 

のかとなと感じました。 

◇音楽会は、自分の子どもの発表を両親共に聞けるような工夫がほしかったです。 

  →年間授業時数や授業の進捗状況、体育館の収容人数等をふまえ、発表の場を２回（子ども向け・保護者向け）持 

    つことが難しく、現在の形での開催となっております。来年度の音楽会につきましては、いただいたご意見も参考 

にしながら、検討してまいります。 

 

◇プール授業が減少傾向なのは吹田市で育った者として、特色がなくなっていくようで寂しいです。 

  →昨年度、夏の猛暑により夏休みの水泳指導を中止することがあったので、今年度は夏休みの水泳指導を中止い 

    たしましたが、授業においては、夏休みの水泳指導を実施しなかったことをふまえ、９月にも水泳学習を実施し、水 

泳学習の時間確保に努めてまいりました。 

 

◇体調不良で休んだ時に、宿題やプリントを届けてくれるのですが、ゆっくり休ませたいので宿題を持ってくるのをや 

めてほしい。お友だちも遠回りして持ってきてくれる場合もあるので、帰宅が遅くなるなど心配もあるので、改善をお 

願いします。 

→欠席の日の宿題やプリント類については、ご家庭により様々ですので、担任にご連絡いただけるとありがたいで 

す。 

 

◇授業参観が学年で別日に設定されており、何日も休みをとれないため同日で時間をずらして実施してほしい。 

  →授業参観後には懇談会を行います。同日に時間をずらしての実施は難しいと思われます。ご了承ください。 

 

◇他校では１日授業参観をしているところもあるようです。１年生は給食中などどのように食べているのか気になるの 

で、気軽に見れる時間があれば嬉しいと思いました。 

→今後、検討してまいります。 

 

◇懇談の時間が１０分で、子どもの何が伝わるのか疑問です。不安に思うこともあり相談できない。生徒の人数も減っ 

ていることもあり、時間はもう少し取れると思います。検討をお願いします。 

→学年によっては、１クラスの人数が多く、懇談の期間中隙間なく日程が組まれている現状もあります。今後、懇談の 

日数や時間については検討していきますが、様々な行事等との関連から難しい状況にもあります。 



 

◇さくら連絡網の学校への連絡欄に、遅刻・体育の見学・給食などの連絡・緊急ではないが先生と連絡を取りたい場 

合にその旨を書く欄があれば助かります。 

→学校ではさくら連絡網の仕様を変更することができませんので、市教育委員会に改善点として伝えます。 

 

◇運動会や他のイベントの書類が何枚もありすぎて１枚に一度にまとめてほしい。 

  →なるべく一枚にそして一度にまとめたいと思いますが、運動会はお知らせしたいことやご注意いただきたいことの 

情報がたくさんあり、一枚にまとめきれない状況にあることをご了承ください。 

 

◇トイレをもっときれいにしてほしい。 

  →子どもが使用するトイレについては北校舎を除いては改修工事が終わり、新しい設備となっております。まだの所 

については要望してまいります。また、現在子どもたちが掃除をしておりますが、不十分な面もあるかと思います。 

学校によっては、有志の保護者の皆様による掃除を年数回行っているところもあるようです。ＰＴＡとも相談したい 

と思います。 

 

◇ＰＴＡ役員の制度を廃止してほしい。仕事との両立が難しく、また、土日のイベントには子どもも習い事で参加できない。 

◇親子行事が負担です。保護者が来られていない子どもがかわいそうだと思うし、共働きの家庭も増えており、休むのが難 

しい家庭も多いと思います。参観日や運動会などの行事で十分だと感じます。 

  →ＰＴＡ活動については、役員の方々を中心に「子どもたちのために」とイベントを企画してくださったり、学校行事に 

ご協力いただいたりし、大変ありがたく思っています。ここ数年、役員に負担がかからないようにと役割の精選を 

行っていただいています。子どもにとってを軸に据え、保護者の皆様のご意見を伺いながら、ＰＴＡのあり方を改善 

していけたらと思います。 

 

◇校内に習い事の送迎の車が自由に出入りするのは、事故やトラブルの元となる許可を受けた車のみに限ってほし 

い。 

→平日１７時までの学校への自動車の乗り入れは、業者と緊急時の保護者の乗り入れのみです。１７時以降、学校を 

使用する団体の乗り入れについては制限を設け、許可車（許可証を提示している車）のみが乗り入れできること 

を再確認しました。 

 

◇設問内容が適切なのか疑問に思います。学校が背負うにしては責任が多すぎますし、「そう思う」をより増やす取り 

組みを求めているように感じます。ＰＴＡも積極的なほうがいいような印象を受けますので、違和感を感じました。 

→設問については、より適切なアンケートとなり学校運営に反映されますよう、今後検討していきます。 

 

３．まとめにかえて 

 ご多用の中、学校アンケートにご協力いただきありがとうございました。毎年行っている学校教育アンケートは、皆様

方より広く考えや思いを伺い、その結果を考察し、見直し及び改善すべきところを、明日からの教育活動に活かすこと

に大きな意味を持っています。保護者の皆様からいただいた一つひとつのご意見は、学校運営を考えていく上での貴

重なご意見と真摯に受け止め、学習活動や学校行事等の改善に努め、教育内容の充実を図っていきます。 

 子どもたちが健やかに成長していくためには、学校だけの力では到底成し得ません。今後も子どもたちにとってよりよ

い学校となるよう、様々な取組を検討し、「学校へ行くのが楽しい」、「授業がわかりやすい」といえる「安心・安全」な学

校づくりをめざして参ります。今後とも東佐井寺小学校の教育にご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

学校教育アンケートの回答結果について 

右の二次元バーコードから、学校教育アンケートに関する保護者の皆様の 

回答結果を閲覧することができます。なお、任意でご回答いただきました    

自由記述に関しましては、閲覧できません。ご了承 ください。 

 

学校教育アンケート 

回答結果 


